
「令和７年国勢調査」の概要 

１．国勢調査とは 

 

 

 

 

 

 

２．調査期日 

 

 

３．調査の主な特徴 

 

 

 

 

 

４．調査員の主なスケジュール（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人や世帯に関する全数調査で、我が国における最も基本

的で重要な統計調査です。 

大正９年（1920年）の第１回調査以来、５年ごとに実施

されており、今回の調査は 22回目に当たります。 

令和７年１０月１日（水）現在で実施されます。 

○紙の調査票だけでなく、パソコンやスマートフォンでの 

回答が可能となっております。 

○前回（令和 2年）に比べて、調査スケジュールが１週間 

後ろ倒しになっています。 

９月上旬～中旬：調査員説明会に出席 

９月中旬：担当調査区を確認、調査書類の配布準備 

９月２０日～３０日：世帯に対し調査の説明 

調査書類の配布 

１０月 １日～ ８日：世帯から調査票を回収 

   １７日～２７日：未回答世帯への督促・回収 

１０月下旬～１１月上旬：市へ調査書類を提出 



５．報酬 

 

 

 

 

 

 

    ※１調査区はおおよそ５０～８０世帯となる予定です。 

    ※報酬の支払は口座振込となります。 

      （本人名義の口座が必要です。） 

    ※調査に従事するにあたり、後日、マイナンバーを記載

した関係書類（通知書でも可）が必要となりますので、

あらかじめ準備をお願いします。 

 

６．問合先 

 （釧路地区） 

   総合政策部企画課統計係 

     ３１－４２０５（直通） 

 （阿寒地区） 

   阿寒町行政センター地域振興課地域振興係 

     ６６－２１２２（直通） 

 （音別地区） 

   音別町行政センター地域振興課地域振興係 

     ６－２２３１（代表） 

 

 

１調査区担当 ４８，０００円程度 

２調査区担当 ９０，０００円程度 

報酬額は変動する場合があります。 


